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スタンツの先生を目指して 

  
 今回は、くーちゃんこと小原域嗣先生と、ゆうしん先生こと
川合勇進先生の対談です。共に、スタンツで10年を超える
キャリアを積み、来年には二人でやり始めた野童という教室
が10周年を迎える節目の今、スタンツで活躍してきたこの
二人に、スタンツの先生とは？という、シンプルだけど、深み
のあるトークテーマで対談してもらいました。 
  
小原 今回の対談、スタンツの先生とは？的な、大きな
テーマにしました！ 
川合 まじっすか！？オモテー(笑)でも、そのテーマならな
んでも喋れます！ 
小原 なんでこのテーマにしたかというと、自分達が少しず
つスタンツの現場から離れようとしている今、スタンツという
ブランドや、スタンツの先生という職人を、これからも絶やす
ことなく、むしろパワーアップさせていく為のヒントにならない
かなと思って。この前、まさや(村瀬雅弥先生)とも話して、
「くーちゃんって、どんな感じでスタンツやってるんすか？」っ
て聞かれて(笑)まさにそれを、ゆうしんにもぶつけてみようと
思って！ 
川合 まさやもちゃんと考えているんすね！なるほど！ 
小原 まさやには、よく動く先生になるといいよ！って伝えま
した。自分自身がそうなりたいと思ってきたから。自分が2歳
児の時に担任の先生をしてくれていた、太田先生っていう
人がいて。まさにそんな風になりたかった。面白いし、運動
神経も抜群！それが、今でも自分が目指すスタンツの先生
かも。あこがれの存在。 
川合 自分は、会社見学の時に初めて見せてもらったスタ
ンツが、くーちゃんのクラスでした。しかも、八事裏山のすり
鉢での崖登り。それがまず衝撃。自分は保育士で、学生時
代ももちろん保育士の現場しか見てこなかったので、その時
見たくーちゃんの、良い意味でのテキトーさ(笑)なんか友達
同士みたいな(笑)あと女の先生も豪快で(笑)でもそんな二人
に、子ども達が応えようとしている姿が印象的でしたね。先
生に言われたからやる、じゃないのがすげーなって。入社し
て感じたのは、もう看板になるような先生がたくさんいる中で、
誰にも勝てんなーって思った(笑)だから、一番おもろい先生
になろう！ってやってました(笑)まだスキルがないから、自分
ができることをやろう！一日ひとり絶対笑わせる！って。専
門学校で学んできたことだけが通用する世界じゃなかった
ですね。もちろん子どもと接する時の目線とか、心理的な気
配りや声がけとかは、学んできてよかったなと、今でも思いま
すね。だから、最初に言ったように、くーちゃんが子ども達に 
 

する話し方とかすごく刺激になりました。今、この子ども達に
そんな話し方をするんだ！そっちの方が実は聞いてくれて
いるんだ！的な。どうしても、聞かせるためにどうするってい
うのを考えちゃうけど、子ども達が普段くーちゃんが楽しんで
いる姿とか、くーちゃんといると楽しいことがある！みたいな
雰囲気がめっちゃあるから、自然と耳に入るのかな？だから、
くーちゃんとやり始めた野童で、自分が前で話すのがめっ
ちゃ嫌でしたもん(笑) 
  
 やはりスタンツの先生に対して、一つの結論を出すのは難
しいそうです。ですが、スタンツには他の幼稚園では出会え
ない、いきいき、のびのび、でっかい大人がたくさんいます。
そんな大人と子ども達のキョリ。これが大きなポイントになり
そうです。 
 それぞれの先生が、決められたルールや、常識という縛り
にとらわれることなく、自分で考え、楽しみながら活動する中
で、先生以上のキョリで接していく。心と体で豪快に接してい
く。それが、スタンツの先生が目指すべき姿の基本なのかも
しれません。これを基本に、スタンツで身につけていく個人
的なスキルや、全員が持つべきスキルなども見出していく中
で、ベテランの我々が、期待の新人先生たちにスタンツ魂
を継承していけたらと感じました。 
 最後に、少し野童の話をしたいと思います。くーちゃんの元
で、くーちゃん以上のスタンツ職人に育ったゆうしん先生と、
くーちゃんで立ち上げた野童というブランドが、来年で10周
年を迎えます。スタンツよりもっとスタンツを！という想いで、
合宿専門の教室をやっています。近年はコロナウイルスの
影響により、合宿を自粛していますが、合宿がもたらす子ど
も達への影響は計り知れないものがあります。安心して合宿
ができるようになった時には、またこの二人で最高の野童を
やっていきたいと思っています。乞うご期待ください！ 
  

THE対談 
小原域嗣×川合勇進 

 
 左：くーちゃん 右：ゆうしん先生 

 



  

優しい心を育む 
 
 今年度、スタンツ赤帽子担任(2歳児クラス)兼桃帽子担任（１歳
児クラス）をしております、村瀬雅弥です。(まさや先生・まー先
生と呼ばれています)２学期が始まり１か月が経ちました。夏の川
遊びを終えた子どもたちは、足腰がしっかりし、原っぱを走る姿は
とてもたくましく感じます。 
 さて、今回私が紹介したいのは、赤帽子クラスであった心温まる
エピソードです。先日、スタンツの活動で、牧野が池緑地公園を探
検していると、お友達が転んで泣いてしまいました。すると、子ど
もたちは心配そうに「だいじょうぶ？」と駆け寄ったり、優しく
「いたいの、いたいの、とんでいけ～」と声をかける姿が見られま
した。他にも天白公園での活動中、長い階段をゆっくり登っている
お友達に「頑張れって応援してあげよう！」と私が言うと、それに
つられて「がんばれ～！」と大きな声で応援をし、お友達を迎えに
行く姿もありました！ 
 １学期ではなかなか行動にできなかったことが、二学期が始まっ
てからお友達を心配したり、慰めることができるようになったりと、
赤帽子クラスみんなの成長を強く感じました。 
 赤帽子クラスでは「優しい心を育む」という目標を掲げており、
特に意識をしていることは『子どもたちに優しく、思いやりのある
関わりをすること』です。人から優しくしてもらうと、相手にも優
しくできると私は考えています。そのため、私たち担任の優しさや、
思いやりのある関わりを通して、その経験をお友達にできるよう優
しい心を育てています。もちろん！お友達に優しくできた時は思
いっきり褒めます！ 
 これからも赤帽子クラスでは、『優しく、思いやりのある関わ
り』をたくさんし、たくさん褒めて、もっともっと優しい心が大き
くなるよう、全力でサポートします！残り半年間、子どもたちがど
んな風に成長をするか楽しみで仕方ありません。 
  
 

無意識に光を当てる 
 
 私たちは、自分が何を感じ、何を考え、どんな行動をしているの
かを自覚していると思っています。私自身もそうでした。 
 しかし実際は、心の中の95%は「無意識」が占めているそうで
す。つまり、自分で認識できているのはたったの5％。基本的に人
は、できるようになりたい、知りたい、優しくなりたいと、育とう
とするものだそうです。そして、そういった心を持てるか持てない
かに、無意識の層が深く関わっています。過去の失敗経験からくる
諦めや、嫌悪感、不安や恐れなどが無意識の層に潜んでいると成長
の邪魔をしてしまいます。原因は何であれ、この邪魔をするものさ
え取り除くことができれば、前を向いて進むことができます。 
 やっかいなのは無意識であるがゆえに、本人だけではなかなかコ
ントロールができないところ。私たちの役目は、そういった本人の
気付かない無意識の層に意識を当て、取り除いてあげることだと思
います。子どもたちの勉強を見ていると、「私は算数が苦手だか
ら」「英語が苦手」という言葉を耳にします。それがひどくなる
と、「小学生の時から苦手だから、どうせやってもできないし」に
変わっていきます。こうなるとなかなか、努力をしようという気持
ちにはなれません。テスト勉強の時も、他の教科と比べると、どう
しても熱量が低くなってしまいます。そしてさらにわからなくなっ
ていくという悪循環。 
 では、そうなる原因はどこにあるのでしょうか。子どもたちの勉
強の様子を見ていると、勝手に決めつけてしまっていることがほと
んどです。心に潜む苦手意識が、勉強を遠ざけてしまっています。
「いつから嫌いになったの?何が原因かな?」と問いかければ、「割
合の計算が苦手でそこから嫌になった」「英単語が覚えられない」
と答えが返ってきます。原因さえわかれば一緒に解決することがで
きます。苦手意識がある分、一度で解決するものでもありません
が、時間をかけて子どもたちの不安と向き合っていくことを大事に
しています。もちろん勉強に限らず、一つずつ不安を取り除いてい
き、何事にも前向きに取り組める子たちに育って欲しいなと思いま
す。 
  

 

 スタンツでの活動は、遊びそのもの。身体を思いっきり動かして
遊ぶ中で、様々な心を身につけていきます。「おもしろそう」と興
味をもち、様々な挑戦をすることで、「やってみよう」「こんなふ
うにしてみたいな」という探究心や好奇心などが芽生えます。夏の
川遊びや秋の山遊び、崖登りなど、様々な挑戦を２歳児クラスから
行います。一人の力ではうまくいかない難しいことにも挑戦し、仲
間たち、先生たちに支えられながらクリアすることで「頑張って自
分でできた！」と喜びを感じます。満足感・達成感は、自信を生み、
それが新たなことに向かっていく意欲を生みます。 
 また、生き物の飼育や植物を育てることで、愛情、責任感、命に
ついても学んでいきます。 
 さらに、縦割り授業といって、他学年の子どもと一緒に活動する
ことがあります。年上の子は、年下の子を思いやり、できないこと
をフォローするなど、積極的に面倒を見てあげる光景がよく見られ
ます。年下の子どもたちは、年上の子に尊敬や憧れを持ちます。そ
の経験によって、自分が同じ立場になった時に同じことをしてあげ
られるのは、縦割り授業の魅力です。 
 子どもたちがどのように遊びと出会うかということも大切です。
出会い方によっては、その活動への興味は変わってきます。子ども
一人ひとり、本当にやりたいと思うタイミングは同じではありませ
ん。仲間と一緒にする遊びでは、友だちと取り組むから楽しい時も
ありますが、自分の思いや意見が通らず、挫折感や葛藤を味わうこ
ともあります。自分のやりたいことと仲間の気持ち。それぞれを尊
重しながら、自分の思いを伝えることで、協調性が育ちます。 
 子どもたちとの遊びを通して、このようなたくさんの心を大きく
育てられるよう、これからも応援していきます。 
  
  

梚木が 
思う！ 「遊び」と「学び」は一対！ 

子どもの「今」を見つめる 
が遊びで育む ココロとカラダ 

村瀬先生が 外
谷 

センターのレジェンド“市川先生”センターの真実を語る?!→→→ いっちーてれび 

今回は、いっちーてれびより会員の皆様へお知らせです！ 
  

このたび、スタンツの情報をメインに 

様々な動画を発信していた いっちーてれび が 
これまでの『スタンツ限定』から 

『名古屋教育文化センター全体』へと 
ステップアップしました！ 

  
スタンツのことはもちろん、学習塾の名教や 

土曜日に行っているDo曜塾 
今年度よりはじまったスタンツ小学校など 
たくさんの名古屋教育文化センターの情報を 

発信していきますので、 
どうぞよろしくお願いいたします。 

  
是非チャンネル登録をして、お待ちください！ 

  
☆下記のURLから視聴可能です☆ 

 

お知らせ 


